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令和 5年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

( 1 ) 観 光 立 国 実 現 の 課 題  

1 ) い か に グ リ ー ン な 観 光 を 促 進 す る か  

 グ リ ー ン な 観 光 は 自 然 環 境 の 保 護 だ け で な く 、 新 た

な 観 光 需 要 の 喚 起 に つ な が り ① 、 今 後 成 長 す る 分 野 と

し て 環 境 整 備 が 必 要 で あ る ② 。 し か し 、 我 が 国 で は 認

知 度 が 低 く 、 メ リ ッ ト な ど 十 分 に 理 解 さ れ て い な い 。

持 続 可 能 な 観 光 の 観 点 か ら 、 い か に グ リ ー ン 観 光 の 理

解 を 深 め て ③ 促 進 す る か が 課 題 で あ る 。  

 

2 ) い か に 観 光 D X を 推 進 す る か  

 国 内 外 の 交 流 を 生 み 出 す 観 光 は 、 地 方 創 生 の 切 り 札

④ で あ る 。 人 口 減 少 が 進 む 中 で 地 域 の 活 性 化 ・ 持 続 可

能 な 経 済 社 会 を 実 現 す る に は 、 デ ジ タ ル 技 術 で ビ ジ ネ

ス モ デ ル を 変 革 し 、 観 光 関 連 産 業 を 活 性 化 す る 必 要 が

あ る 。 生 産 性 の 観 点 か ら 、 い か に 観 光 D X を 推 進 し て

生 産 性 を 向 上 ⑤ す る か が 課 題 で あ る 。  

 

④ 観光の重要性を説明するより、観光ＤＸが重要である旨を説明すべきです。観光の重要性は、すべ

ての課題に言えることですし、地方創生が論点のようにも見えてしまします。 

⑤ 観点と課題が同じになっていますよ。 

① グリーンな観光がなぜ観光需要の喚起につながるのか分かりません。 

② 今後成長することが前提となっていますが、前提が一般論として共有されていないと思います。①

を含めこれらの背景が必要です。 

③ 理解を深めるという手段を課題にしていますが、建設技術をアピールする観点でいるとアプローチ

がずれているように感じます。 
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3 ) い か に 観 光 イ ン フ ラ を 整 備 す る か  

 ポ ス ト コ ロ ナ を 迎 え 国 内 の 旅 行 者 や イ ン バ ウ ン ド の

増 加 が 予 想 さ れ る 中 で 、 オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム の 発 生 が

懸 念 さ れ る 。 旅 行 者 の 受 け 入 れ の 観 点 か ら 、 い か に 観

光 イ ン フ ラ ⑥ を 整 備 す る か が 課 題 で あ る 。  

 

( 2 ) 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 3 つ の 課 題 の う ち 、 3 ) い か に 観 光 イ ン フ ラ を 整 備 す

る か を 最 も 重 要 な 課 題 と し て 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

1 ) 円 滑 な 移 動 を 確 保 す る イ ン フ ラ 整 備  

 旅 行 者 の 移 動 を ス ム ー ズ に す る に は 、 交 通 イ ン フ ラ

の 整 備 が 重 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 パ ー ク ア ン ド ラ イ

ド の 整 備 や 、 駐 車 場 配 置 適 正 化 区 域 を 定 め 駐 車 場 整 備

を 誘 導 ⑦ す る な ど 、 観 光 地 へ の 自 動 車 流 入 を 抑 制 す る 。

⑧ 高 速 道 路 か ら 観 光 地 の ア ク セ ス を 容 易 に す る に は 、

ス マ ー ト I C の 整 備 が 有 効 で あ る ⑨ 。 E T C 2 . 0 の 活 用 で

高 速 道 路 の 一 時 退 出 を 容 易 に す る と と も に 、 道 の 駅 な

ど 休 憩 施 設 へ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 高 め 、 ド ラ イ バ ー

の 適 切 な 休 憩 を 促 す 。 ⑩ こ れ に よ り 、 休 憩 施 設 で の 特

産 物 販 売 等 を 通 じ て 地 域 の 活 性 化 を 図 る 。 一 方 、 公 共

交 通 機 関 は 、 鉄 道 と バ ス タ ー ミ ナ ル を 直 結 し て 交 通 結

節 点 の シ ー ム レ ス 化 を 図 り 、 観 光 各 地 と の 連 結 を 強 化

す る 。 ⑪  

⑥ 少し説明が足りないように感じます。「観光需要に対応したインフラ」としてはどうでしょうか。 
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2 ) 適 切 な 情 報 を 提 供 す る イ ン フ ラ 整 備  

 旅 行 者 増 加 の 対 応 に は 観 光 情 報 の 提 供 が 有 効 で あ り 、

高 速 通 信 網 の 整 備 が 必 要 と な る 。 ⑫ 通 信 網 整 備 に あ た

っ て は 、 観 光 地 の 景 観 に 配 慮 す る た め 、 電 線 共 同 溝 や

軒 下 配 線 に よ る 無 電 柱 化 を 導 入 し 、 ハ ー ド 整 備 の み に

と ら わ れ ず に 環 境 と の 調 和 を 図 る 。 ⑬ 無 電 柱 化 ⑭ に

伴 う 路 上 変 圧 機 を 情 報 提 供 施 設 と し て 活 用 す る と と も

に 、 交 通 情 報 や 危 険 箇 所 、 注 意 喚 起 な ど を 多 言 語 表 記

し 、 I o t 技 術 の 導 入 で サ イ ン 整 備 を 進 め る 。 ⑮ さ ら に 、

観 光 地 で の モ バ イ ル 通 信 を 可 能 に す る た め 、 F R E E -

W I F I の 整 備 を 進 め て ユ ビ キ タ ス を 確 保 す る 。 ⑯  

 

⑦ 後述の自動車流入の抑制につなげるために、「観光エリア外に駐車場整備を誘導」としてはどうで

しょうか。 

⑧ 話題が変わるので、「また、」を追記しましょう。 

⑨ ここは、解決策なのでやることを書きましょう。よって、「・・・アクセスを容易にするため、ス

マート ICの整備を進める。」としてはどうでしょうか。 

⑩ 前述とのつながりを明確にするため、「スマート IC の配置にあたっては、ドライバーの適切な休

憩を促すため、ETC2.0 が有する高速道路の一時退出機能を踏まえ、道の駅などの休憩施設へ誘導す

ることを検討する。」としてはいかがでしょうか。 

⑪ 交通結節点のシームレス化＝観光地への連結強化は飛躍しています。なぜ、交通結節点の機能強化

を行うのかを説明した方が良いと思います。例えば、「公共交通機関においては、観光各地へ向か

うフィーダー交通と主要交通をシームレスに繋ぐため、駅前広場やバスターミナル等の交通結節点

を整備する。」とかどうでしょうか。 
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3 ) 新 た な 空 間 を 創 出 す る ⑰ イ ン フ ラ 整 備  

 地 域 の 賑 わ い を 創 出 す る た め 、 都 市 空 間 の 魅 力 を 向

上 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 街 路 整 備 で は 駅 前 を ト ラ ン ジ

ッ ト モ ー ル 化 し て 歩 行 者 や 自 転 車 に 優 し い 空 間 を 創 出

す る 。 ⑱ ウ ォ ー カ ブ ル な ま ち づ く り を 進 め る こ と で 回

遊 性 を 高 め て 魅 力 を 向 上 す る ⑲ 。 ま た 、 観 光 地 で 仕 事

を し な が ら 休 暇 を 過 ご す 働 き 方 を 提 供 し 、 ピ ー ク シ ー

ズ ン 以 外 の 観 光 を 可 能 に す る こ と で 旅 行 者 の 分 散 化 を

図 る 。 ⑳ テ レ ワ ー ク 拠 点 施 設 を 導 入 す る な ど 滞 在 コ ン

⑫ 「対応」の意味するところが、よく分かりません。情報提供が大切である理由を書く必要がありま

す。よって、「旅行者増加による自然・生活への悪影響を防止するため、高速通信網の整備を進

め、マナーや混雑状況等の観光関連情報を速やかに提供する。」でいかがでしょうか。 

⑬ 無電柱化はハード整備ではありませんか。また、環境の意味が都市環境であるならば、前述の景観

に配慮するためという理由とやや重複しませんか。よって、ここはシンプルに後述はすべて削除

し、「・・・無電柱化を推進する。」で良いと思います。 

⑭ 軒下配線に路上変圧器はありませんので、「無電柱化」→「電線共同溝」。 

⑮ 変圧器の一体化は工夫点であり、ここでのメインは多言語化と考えます。よって、「加えて、イン

バウンド需要に対応するため、多言語表記化されたサイン整備を進める。整備においては、電線共

同溝の路上変圧器とサインを一体化するなど歩行空間の快適性を損なわないよう工夫する。」でど

うでしょうか。 

⑯ 観光地でのモバイル通信を可能にするとユビキタスの確保は、意味するところは同じだと思いま

す。よって、「・・・進める。」で一回切っちゃいましょう。その上で、最後にまとめの一文を添

えましょう。「このように様々なデバイスにより、観光情報の取得手段を多様化する。」などいか

がでしょうか。 



令和 5年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

テ ン ツ を 充 実 し て 、 ワ ー ケ ー シ ョ ン が 可 能 な 観 光 地 を

整 備 す る 。 ㉑  

 

( 3 ) 解 決 策 で 生 じ る 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 策  

1 ) 波 及 効 果  

 波 及 効 果 は 、 景 観 向 上 の 無 電 柱 化 で 観 光 地 の 防 災 力

が 向 上 す る と と も に ㉒ 、 ウ ォ ー カ ブ ル な ま ち づ く り で

脱 炭 素 社 会 を 構 築 で き る 。 ㉓  

 

2 ) 懸 念 事 項 と 対 策  

㉒ もう少し因果関係を明確にするための記述をしましょう。例えば、「無電柱化により、地震時の電

柱倒壊や風水害の停電などを防ぐことができため、地域の防災力が向上する。」などの補記で分か

りやすくなるともいます。 

㉓ ㉒と同様です。「ウォーカブルなまちづくりにより、車での移動が減少し交通分野における脱炭素

社化が促進される。」などが考えられます。 

⑰ 新たな空間としてしまうと埋め立てでも行って、国土を広げるような印象を受けます。よって、少

し限定的な表現とするため、「観光地の新たな魅力を創出する」としてはどうでしょうか。 

⑱ 前後の関係性を示すため、「この」を追記しましょう。 

⑲ 魅力より賑わいの方が、回遊性との因果関係が強いと思います。 

⑳ 「ピークシーズン以外」→「オフシーズン」。働き方は、会社等が提供するものと考えます。ここ

で提供すべきは、観光地で働きやすい環境を提供することではないでしょうか。 

㉑ ワーケーションを実現するためのインフラ整備を肝です。これが抽象的ですと、あまり評価されま

せん。テレワーク拠点整備とは何か具体的に書くべきです。例えば、遊休施設を活用したコワーキ

ングスペースの整備、観光地の高速通信網整備に合わせて宿泊施設の通信設備の充実などがありま

すが、一度どんな施策があるか調べてみてはどうでしょうか。 
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 観 光 イ ン フ ラ の 整 備 に は 、 事 業 コ ス ト の 増 加 と 人 材

不 足 の 懸 念 が あ る 。 交 通 や 情 報 通 信 、 観 光 地 域 な ど 複

数 の イ ン フ ラ 整 備 を 進 め る 過 程 で 、 資 金 と 人 材 の リ ソ

ー ス が 必 要 に な る 。 ㉔ 対 策 と し て 、 D M O の 取 り 組 み ㉕

が 有 効 で あ る 。 ま た 、 地 域 経 営 の 視 点 で 必 要 な イ ン フ

ラ の 優 先 順 位 を 定 め 、 限 ら れ た 財 源 と 人 員 で 整 備 を 進

め る ㉖ 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 で 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 ス ト ッ ク を 構 築 し て

維 持 管 理 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意 す る 。 以 上  

㉔ 前段と後段は、言い方こそ違えど同じ内容を説明していませんか。どちらかを削除。 

㉕ 抽象的過ぎます。どんな取り組みなのか分かりません。よって、有効なのか判断ができません。 

㉖ 当たり前すぎるというか一般論を脱し切れていません。技術力を示す必要がありますので、

PPP/PFI スキームの検討、既存ストックの活用、集約型都市構造の構築による集中投資など、技術

的解決策としましょう。 


